
古
史
伝

（
十
二
巻
）

平
田
篤
胤
著
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）
。

い
わ
ゆ
る
天
の
岩
戸
に
籠
も
っ
た
天
照
大
神
が
戸
を
開
け
て
出
る

場
面
で
、「
古
史
伝
」
で
は
本
文
で
「
稍
自
レ

戸
出
而
臨
坐
之
時
。
其

隠
立
之
手
力
男
神
。
引
二

開
其
石
戸
一

。
取
二

其
御
手
一

而
。
奉
二

引
出

一

矣
。
」
と
記
し
、
こ
れ
に
次
の
よ
う
に
註
し
て
い
る
。
小
字
は
割

注
。

○
引
キ

二

開
ケ

其
ノ

石
戸
ヲ

一

は
。
本
に
此
文
な
し
。
今
ハ
書
紀
、
古
語
拾
遺
共

に
、
天
ノ

手
力
雄
ノ

神
、
侍
ヒ

二

磐
戸
ノ

側
ニ

一

、
則
引
キ

開
シ

之
者

カ

バ

と
あ
る
に
依
て
補

へ
り
、
必
有
べ
き
文
な
り
、
か
の
細
メ
ニ

開
ケ

給
へ
り
し
石
戸
を
。
皆
が
ら

引
キ

開
た
る
由
な
り
。
し
か
爲
む
と
て
な
も
。
御
戸
掖
に
隠
リ

立
し
け
る
。

世
に
此
ノ

時
石
戸
を
引
開
ラ

き
、
其
戸
を
投
給
へ
る
が
、
信
濃
ノ

囶
に
落
て
山
と
化ナ

れ
る
、
そ
れ
戸
隠
山
な
り
と
言
傳
ふ
る
は
、
美
濃
ノ

囶
ノ

喪
山
な
ど
の
故
事
を
思

ふ
に
、
然
も
有
べ
く
お
ぼ
え
た
り
、
春
日
ノ

社
記
に
、
天
ノ

手
力
雄
命
ノ

神
ハ

、
信

濃
ノ

囶
戸
隠
明
神
是
也
、
と
有
は
、
傳
ヘ

あ
る
事
に
や
、
ま
た
信
濃
ノ

囶
地
名
考
に

も
、
古
説
を
引
て
戸
隠
ノ

神
社
は
、
手
力
雄
男
ノ

神
な
る
由
云
り
、
さ
て
戸
隠
は
、



ト
ガ
ク
リ
と
訓
べ
き
を
、
訛
り
て
、
ト
ガ
ク
シ
と
言
ひ
な
ら
へ
る
に
や
、

註

新
日
本
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ス
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コ
マ
目
。

な
お
、「
平
田
篤
胤
全
集

第
二
巻
」10

4

頁
に
翻
刻
あ
り
。


